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荒川 恒男
（共産党）

塚原 毅繁
（自民党）

ここがききたい!　一般質問

せ
た
高
齢
者
外
出
支
援
事
業

の
拡
充
を
図
っ
て
き
た
。

　

公
共
交
通
空
白
地
域
の
解

消
や
定
時
性
・
速
達
性
の
向

上
な
ど
に
な
お
一
層
取
り
組

ん
で
い
く
。
ま
た
、
バ
ス
路

線
と
L
R
T
や
地
域
内
交
通

な
ど
と
の
乗
り
継
ぎ
の
利
便

性
向
上
や
、
公
共
交
通
の
利

用
者
負
担
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

　

高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主

返
納
の
促
進
に
お
い
て
も
、

公
共
交
通
の
整
備
な
ど
、
誰

も
が
移
動
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
は
、
自
主
返
納
に
つ
な

が
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
重

要
と
考
え
る
。
公
共
交
通
の

整
備
と
自
主
返
納
に
つ
な
が

る
具
体
的
な

支
援
事
業
の

検
討
を
進
め

て
い
く
。

　
　

市
長
は
L
R
T
導
入

を
、
誰
も
が
外
出
や
交
流
が

で
き
る
交
通
環
境
の
創
出
と

し
て
バ
ラ
色
に
描
い
て
い
る

が
、
そ
も
そ
も
多
く
の
高
齢

者
は
L
R
T
の
停
留
所
ま
で

た
ど
り
つ
け
な
い
だ
ろ
う
。

　

高
齢
者
は
、
わ
ず
か
な
負

担
で
バ
ス
に
乗
れ
る
お
で
か

け
定
期
券
や
、
バ
ス
が
生
涯

無
料
と
な
る
定
期
券
の
発
行

な
ど
を
望
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
か
。現
行
の
、年
間
5
千

円
の
バ
ス
カ
ー
ド
で
は
、
高

齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返

納
の
促
進
に
は
な
ら
な
い

の
で
は
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
よ
り
先
に

高
齢
者
外
出
支
援

事
業
の
拡
充
を

問
　
　

助
成
対
象
年
齢
の
引
き

下
げ
や
、
地
域
内
交
通
へ
の

適
用
対
象
の
拡
大
な
ど
、
公

共
交
通
機
関
の
整
備
に
あ
わ

答

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
L
R
T
と
市
民
合
意
②
L
R
T

と
市
民
負
担
③
L
R
T
に
反
対
す

る
市
民
団
体
へ
の「
偽
計
業
務
妨
害
」

呼
ば
わ
り
④
L
R
T
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ・
駅
西
側
延

伸
論
と
の
か
か
わ
り
⑤
国
民
健
康
保

険
の
今
後
⑥
生
活
保
護
行
政
⑦
市

民
の
安
全
と
オ
リ
エ
ン
ト
シ
ー
ル
ド

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
城
東
地
区
周
辺
に
お
け
る
バ
ス
路

線
の
充
実
②
自
転
車
の
交
通
安
全

教
育
③
道
路
施
設
の
老
朽
化
対
策

④
宇
都
宮
東
部
土
地
区
画
整
理
事

業
⑤
消
防
団
員
の
確
保
⑥
上
下
水

道
事
業
⑦
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

市議会へのご意見をお寄せください

▲富山市の
　おでかけ定期券
（富山市提供）

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
未
受

診
者
に
対
し
て
は
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
る
た
め
、
対
象

家
庭
の
全
戸
訪
問
を
行
っ
て

い
る
。

　

②
こ
れ
ま
で
の
母
子
健
康

手
帳
交
付
時
の
健
康
相
談
や

生
後
4
ヶ
月
ま
で
の
乳
児
が

い
る
家
庭
の
全
戸
訪
問
に
加

え
、
29
年
10
月
か
ら
、
産
後

期
の
す
べ
て
の
母
親
を
対
象

に
産
後
う
つ
検
査
を
実
施

し
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
個
々

の
状
況
に
応
じ
た
休
養
や
母

体
の
ケ
ア
な
ど
を
行
う
宿

泊
・
通
所
・
訪
問
型
の
産
後

ケ
ア
事
業
を
実
施
す
る
。

　
こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
り

医
療
機
関
等
と
の
連
携
が
よ

り
緊
密
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
き
め
細
か
な
支
援
体

制
を
構
築

す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　

児
童
虐
待
は
全
国
的
に

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
防
止

の
た
め
に
は
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
り
、
子
育
て

家
庭
に
寄
り
添
い
な
が
ら
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

①
乳
幼
児
健
康
診
査
を

受
診
し
て
い
な
い
子
ど
も
は

虐
待
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ

れ
て
い
る
が
、
本
市
の
受
診

状
況
と
未
受
診
者
へ
の
対
応

に
つ
い
て
聞
く
。

　

②
市
で
は
、
29
年
10
月
か

ら
産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施
す

る
が
、
虐
待
の
未
然
防
止
が

ど
の
よ
う
に
強
化
さ
れ
る
の

か
。 子

育
て
家
庭
へ
の

切
れ
目
な
い
支
援
で

虐
待
防
止
を

問
　
　

①
28
年
度
の
受
診
率
は

乳
児
健
診
が
96･

6
パ
ー
セ
ン

ト
、
幼
児
健
診
が
96･

2
パ
ー

答

市議会では、議会活動の活性化を図るため、
市民の皆さんのご意見を募集しています。

≪対象≫市内在住又は通勤通学している人
≪方法≫手紙、ファクス、Ｅメールなど（文字で読める形式のもの）
≪ご意見に対する回答≫
おおむね１カ月程度を目安に回答します。住所･氏名の
記載がない場合などは回答していません。
≪公表≫
ご意見と回答の内容をホームページや広報紙で公表す
る場合があります。（住所・氏名は公表しません。）
≪送付先≫
〒320－8540　宇都宮市旭 1-1-5　
宇都宮市議会広報広聴委員会
FAX　028-632-2613　 
Eメール　u79002000@city.utsunomiya.tochigi.jp
議会事務局政策調査課　電話 (632)2611

ジュニア未来議会を開催
　8月9日に、宇都宮ジュニア未来議会を開催しまし
た。市内の中高生がジュニア議員となり、市長に市政
への提案や質問を行うもので、今年で13回目の開催と
なります。
　今年は48名のジュニア議員が、6月から研修に参加
し、市政についての学習や、グループワークを行い、
若 し々い自由な発想で提案を作成しました。当日は、中
高生が主体となって活動できるイベントを企画した

い、との提案に、今年の
宮っこフェスタから取り
組んでいくと市長が答
え、10月7日の宮っこ
フェスタで実現しまし
た。そのほか、多くの斬
新でユニークな提案が
出されました。▲市長・議長を囲むジュニア議員


